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黒海lの資源海洋研究第13

熊野灘におけるゴ、マサパの標識放流*1

関田 誠*2・関部 久ネ3・奥村宏征恥1・山田浩.池上日支出叫

Tag and release experiment of spotted mackerel Scomber australasicus 

in the Kumano-nada*l 

Makoto OKADAぺQOKABE*:¥ Hiromasa OKUMURA培
Hirokatsu Y AMADA *2， N aoya IKEGAMI宇5

ゴ、マサパScomberaustralasicusは，北海道南部以

i者~西部太平洋~オーストラリア南部，ニュージーラ

ンド，ハワイ諸島およびメキシコ沖に分布し，沿岸表

層群脳全の魚とされている (Nakabo 2002)。一方，北

西太平洋においては1990年代後半以降にゴ、マサパ成魚

の分布域が親潮周辺域に拡大し， 2005年には天皇海山

周辺海域を生育・越冬場とするなど，近年，資源量の

拡大や生息環境の変化とともに，ゴ、マサパの策銅回遊

域にも変化がみられている(jll端他 2008)。

熊野灘は本州中部，紀伊半島の東側に広がる海域で，

浮魚類を対象とするまき網漁業が盛んである。 1990年

代半ばまではマイワシSardinoρs1nelanstictusが漁

獲の主体だったが，それ以降はさば類に代わり近年に

至っている。これらさば類のほとんどはゴマサパで，

2005年以降は98'"'-'100%を占めている(悶悶 2011)。

ゴ、マサパ太平洋系群の回避生態については，マサパ

S. jaρonzcusに比べて知見の集積に乏しい。千葉，東

京，神奈川，静悶の一都三県による1989'"'-'2005年の房

総~遠州離で、のサパ類標識放流試験では，ゴマサパは

放流海域潟辺での再摘が多いが，伊豆諸島海域で放流

された魚が岩手県釜石市沖，遠州、l灘で放流された魚が

足摺|仰で再捕された記録がある(吉間 2012)。梨田他

(2006)は，足摺錦周辺海域及び伊豆諸島周辺海域にお

いて標識放流調査を行い，その再捕結果から，産卵盛

期以降は足摺岬から東方の海竣へ，索餌期には伊豆諸

島から三陸沖へ，そして産卵前には遠州灘から足摺岬

への移動があることを示した。梨田他 (2006)は，再

嬬個体数は十分とはいえないものの，太平洋側のゴ、マ

サパが少なくとも足摺紳~三陸沖を回遊するひとつの

系群をなし， 3歳以上の大型偲体は足揺胸痛辺梅域以

南へ生怠範囲を移すと考察している。

以上の結果から，熊野灘は広域を西遊するゴ、マサパ

の中継点ともいえる海域であり，東西さまざまな往来

も想定されるが，ここに来遊するゴ、マサパ資源は0'"'-'

1歳の未成魚を主体として夏秋季に急増し，冬季に逸

散することが知られるのみである(山)111999，山田・

久野 2006)。一方，熊野灘の東方に位置する

海域に秋季に来遊するゴ、マサパ成魚には，持、期中にそ

れまでと異なるサイズ群が突然出現することが知られ，

経験的にこれまでの知見で裏付けされていない酉から

の来遊も想定された。これらの背景から，熊野灘にお

いてゴマサパの標識放流を実施し，その再捕結果から，

広域を回遊するゴ、マサノ〈の生活史における熊野灘の役

割と，ゴマサノ〈の移動に影響する海況変化について考

* 1 平成23年度中央ブロック交源・海洋研究会(平成23年9月.r高知市)Iこて口頭発表した。
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*3 神奈川県水産技術センタ一 手238-0237衿奈川県三三浦市ー三崎町城ヶ島養老子

Kanagawa Prefectural Fisheries Technology Center， Jyogashima， Misaki-cho， Miura-shi， Kanagawa 238.0237， Japan 

ネ4 三重県淡水商工都 千514-8570 三重県津市広務院n3~寄地

Mie Prefecture D叩artl11entof Agriculture， Fisheri己s，COI11I11巴rc日 andIndustry， 13 Koul11ei-cho， Tsu-shi， Mie 514-8570， Japan 
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Chiba Prefectur・alFisheries Research Center， 2492 Hiraiso， Chikura-cho， Minal11iboso-shi， Chiba 295.0024， Japan 
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察したので報告する O

材料と方法

ゴ、マサパの標識放流は， 2006年11月2，3臼に熊野

灘北部の浜島から中部の尾にかけての海域， 2007年

11月6，7日に三重県と和歌山県の県境付近の何回和

沖， 2008年10月10，12Rに尾鷲沖， 2009年11月lORに

熊野灘北部の五ヶ所湾沖で実施した(表1，図1)。各

海域でJj!g岸3マイル以遠， 120m等深線に沿った海域を

基準に，神奈川県漁業指導調査組 f江の島丸」によ2る

サビキ釣り，ハネ釣り，たもすくい操業を行い，漁獲

されたゴマサパを一旦船上の水増に収容して落ち着か

せた後，標識の装着に供した。放流は原則として尾

文長を測定後，体背部にタグを装着し，直ちに放流し

た。使照したタグは， 2008年までは通常のスパゲティ

型アンカータグで，池上 (2006) による全長25mmの短

形型を用い， 2009年は告詰混入防止を目的として開発

された金属探知機対応型の新型タグを導入した。いず

れも邑は葉色で，連番によって個体識別を行った。ま

た， 2009年には海水をしみこませたスポンジに巻き尺

を貼付した改良測定板を照いた。マサパとゴマサパの

種判別については，中央水産研究所(1999) を参考と

した。

標識放流の告知および再捕報告の依頼は，放流後速

やかに県内漁協および太平洋沿岸の関係都県に依頼文

およびポスターを送付して行った。また， 2007今三日月

から2011年10月まで，中型まき禍の中核地である県内

2ヶ所の漁港(賀浦，奈屋mDにおいて市場謂査を原
則として釘:週行い，標識魚および江主況の情報を得ると

ともに，パンチングによりそれぞれ100'"'-'400個体程度

のゴマサパの尾叉長を測定した。ゴ、マサノfの年齢は，

既存の資料に基づく体長一年齢関保により体長から推

定した。再捕報告から再捕|ミ1，再捕場所，尾叉長，体

表1 熊野におけるゴマサパ標識放流および再捕のデータ.

}j文iJiEEI i毎主主 b主流数 再11>>数
経過

(測定数) (Cm) 日数

2006/ 尾鷲~ 10 
32~38 O 

11/2.3 j兵島沖 (10) 

2007/ 264 
1l!6，7 

ドJlII平日付1
(240) 

24~39 7 2~61 

2008/ 尾鷲~?1J1 1，444 
26~34 31 2~37 

10/10，12 (946) 

2009/ 五ヶ所持 187 
28~38 6 2 

11/10 やl' (187) 
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熊野離における2007年'"'-'2009fj三のゴマサバ標識放

流場所および再捕場所.ただし，黒塗りの楕円は

放流場所， jj妓きは再J市場所で， 0はまき網，ム
は定置網色( )の致字は荷:捕までの経過日数を

示す.
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図2 熊野灘におけるゴ、マサパの;謀議放流魚およびまき網漁獲物の体長組成(iJ1IJ定日目立，縦軸は{I副科技).ただし，

白抜きは放流;札黒塗りはまさ網漁獲物を示す.

データを収集した。放流および再捕時の海況は，

関東・東海海況速報(三重県水産研究所ホームページ:

http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/SUWにより把寵

した。

結果

各年における放流および再捕の概要宏一表 l

また，まとまった放流数があった2007年から2009年の

放流海域と再捕海域を図 1に，標識魚の毘又長組成と

龍査実路の前後に市場調査で得られたゴマサパの体長

組成を図 2 に示す。標識装着前に体長~J1IJ定を行った魚

は，体側の斑紋から全てゴマサパであったことから，

全ての標識魚はゴマサパであると判断した。 2006年は

熊野灘北音防当ら中部の広い海域を探索したが群れに遭

遇することなく，散発的に釣獲した比較的大型の10個

体に標識を装著し放流したが，この放流群の再捕はな

かった(表1)02007年に和歌山県境に近い海域で放流

した29cmモードの小説魚主体の264個体は，放流2日

から6H!後までの間に放流海域付近の定置縞，まき

船による 7{!図体の再捕があった(表 1，図1)。この年

は再捕期間と放流魚、と類似した体長組成の魚群が漁獲

され続けた期間が…致し， 12月上旬に当該魚群が漁獲

されなくなると再捕も一旦途絶え 1月61ヨに再び商:

摘があった(圏2L2008年に熊野瀧i令部で抜流した29

cmモードの小型魚、主体の1，444{1岡本は，放流2おから37

R後の間に放流海域付近を中心に熊野灘北部の五ヶ所

j寄付1から三重県南部の諸ノ鼻持1にかけて操業したまき

による31個体の再捕があった(表1，関1)。この

年は放流後10月末までは再摘が見られたものの， 11月

の上旬に一旦再擦が途切れ，約2週間後に再び再摘が

あった(図2)0 2009~三に熊野灘北部で放流した広い体

長範聞の187個体は，放流28後に放流海域で操業した

まき網船による 2尾の再捕があった(表1，国1)。放

流魚の主体は尾叉長30cmを超える成魚で、あり，これら

の魚群は放流の直前になって漁獲されはじめ，放流後

速やかにj魚、獲されなくなった(図2)。再捕がない2006

を除く 3ヵ年の再捕率はそれぞれ2.7%，2.1 %， 3.2 

%となり，熊野灘以外からの再捕はなかった。

放流および再捕期間における海況は， 2007年12月上

旬の黒潮は潮岬に接岸し，熊野灘は鉱温基調で12月5

日には20
0Cを下回った(国3)02008年1月上旬には，

黒潮北縁から熊野灘南部に20
0

C前後の強い暖水波及が

みられた(図4)02008年11月上旬の黒識は潮抑に接岸

した後，遠州灘以東で大きく蛇行しており，熊野灘に

は内15(1j反流によって東から強い暖水波及がみられてい

た(園5)。その後，内側反流が弱まり，南からの暖水

波及がみられた(図6)0 2009年10月の黒潮は潮岬に接

し，熊野灘は低温基識であったが， 11月の上旬に一
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図3 2007年12月5日の関東・東海海況速報.
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関4 2008年1月6日の関東・東海海況速報.熊野灘南
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部に黒潮;1訂まから暖水波及が見られ，このとき新

宮沖(丸印)で標識魚の再指があった.

函5 2008年11月2日の関東・東海海況連報.熊野灘に

は遠州灘を通って内側反流が達していた.

時的に内側反流が発達した(図7)。

考察

2007年と2008年に標識放流した29cmモードの魚、や，

2009年の30cm未満ーの小型魚は，当歳か1歳魚であると

みられる。これまでの研究も，当歳"-'1歳魚は熊野灘

に滞留する傾向にあることを示唆している(山川 1999，

山田・久野 2006)。本研究の結果はそれらを裏付けて

おり，熊野灘が未成f，i;1，の成育場として機能しているこ

とが改めて確認された。

再trfJが途絶え，放流魚が漁場から離れたと考えられ
た一時期， 2007fl三は20

0

Cを下関る水;昆の能下， 2008年

1M 1~ 1% 1~ 1% 1~ 1~ 1~ 

36 

35 

34 

33 

32 

31 

図6 2008年11月1813の関東・東海海況速報.熊野灘に

36・

35" 

34 

33" 

32 

31・

は黒湖北縁から暖水波及が見られ，このとき長島

沖(丸印)で標識魚の再捕があった.

1M" 135・ 136" 137・ 138< 139" 140< 
室・東海潟況iま殺 平成11{fl1月市究

36・

35‘ 

34 

33" 

32" 

図7 2009年11月2日の関東・東海海j兄速報海況.内側

反流が熊野i雑に達しており，この強い暖水波及の

消長とゴ、マサパ成魚の漁獲動向が一致していた.
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は東からの強い暖水、流入と，それぞれ異なる海況の変

化を関東・東海海況速報が捉えていた。この結果は，

黒潮流路変動に起因するこれらの海況変化が，それぞ

れ魚群の移動を促す要因となる可能性を示唆している。

また， 2007， 2008年とも，一旦途切れた再捕が再開す

る時には黒潮北縁からの暖水波及がみられる点で共通

していたことから，熊野灘沿岸を離れた未成魚が南へ

向かい，黒潮~と縁からの暖水波及によって再び沿岸域

へ移送されるパターンがあることも示唆された。 2009

年11月の熊野灘では内側反流の消長と，尾叉長30cmを

超えるゴマサノ〈成魚の再捕結果および漁獲動向が一致

した(国2，図7)。このことから，放流魚を含むゴ、マ

サパ成魚の魚群は，海況の変化によって一時的に来遊

しまやかに逸散した可能性が考えられる。また，こ

の年は2004年以来の卓越年級群が発生し，特異的にゴ

マサパ当歳魚が大量に漁獲され，それらの体長組成が

ほとんど一定であったことから，次々と異なる群れが

来遊，逸散を繰り返したと考えられている(向田 2011)。

また，山田・久野 (2006)は，資源規模によって熊野

灘におけるゴ、マサパ当歳魚の漁獲率(加入量に対する

熊野灘での漁獲量の割合)が変化することを示し，

源規模が大きくなると来遊範聞が拡大する可能性に

及している。 2009年は，当歳魚だけでなく，成;魚も黒

潮流路変動や資源状態の影響を受け，例年と異なる来

遊パターンを示した可能性も考えられる。

伊豆諸島海域を中心とする関東近海における標識放

流結果によると，放流魚の再捕までの期間は80日と短

く，放流海域内での再摘が7割を超えた(吉田 2012)。

また，漁期初めの 1，2月の伊豆諸島海域内に放流し

た場合は，魚群が放流海域外へ移動・分散する傾向が

見られた(池上 2006)。池上 (2006)は，ゴマサパの

群れの移動には黒潮からの援水の波及等，海況の影響

が大きいとしており，本研究において得られた結果は

短期間に限られるが，関東近携の標識放流とよく一致

した。しかし，熊野灘から逸散する成魚の回遊生態に

ついては，放流海域外からの再捕が得られず，明らか

にすることはできなかった。これは放流魚を十分に確

保することが出来なかったことに起回すると考えられ

る。熊野灘におけるゴマサパの魚群は大きな群れを形

成せず，定位性がなく，光に対して忌避的な狩動をと

るなど，伊豆諸島海域とは大きく異なる性状を示した

(江の島丸奥村ー船長私信)。このことが，供試魚の確保

を関難にした理由であろう。

本研究の結果からは，放流数が著しく少ない2006年

を除くと，各年とも再捕率は安定しており，標識放流

試験としては池上 (2006)や梨田他 (2006)と比較し

でも決して悪くはない成績であった。これは，魚体の

取り扱いや標識の装着等について実績のある一都三県

の標識放流技術を発揮できた結果と考える。また，梨

閏他 (2006)が指摘しているような，まき網による水

揚げ作業時に標識魚を発見できないとの懸念は，本研

究においては表面化せず，熊野灘においても標識魚、の

再擦は十分に期待できることが明らかとなった。

なお，本研究の障壁と考えられた放流魚の確保につ

いては， 2008年には未成魚ながら1，000個体以上が可能

となっており，技術的な問題はほぼ解消したと考えら

れる。当初の自的を果たすためには長期開，継続した

標識放流が必要であり，今後も熊野灘におけるゴマサ

パ標識放流の実施が望まれる。
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